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８０号

2月６日トルコ・シリアを襲ったマグニチュード７．８の大地震は、今も被害と犠牲を大きくして

います。救出・復旧作業が世界規模で続けられていますが、被害者は何もかも失しない食料や衣料

など極寒の中で支援を待っています。みんなで出来ることを支援して行きましょう。

かわら版編集委員会では、これを機に、12年前の「東日本大震災」

の体験を思い起こしながら、いつ起こってもおかしくないと言われて

いる「東南海地震」などを意にとめて“体験を思い起こし対策に生か

そう” とかわら版３月号を『地震アンケート』特別号としました。

「あの時、あなたはどう体感し、どう行動しましたか？」。

「もし次に大きな地震が来たらどうしよう…」。

家族で話し合い、みなさんの「体験と備え」を是非アンケートにお

答えください。アンケート結果は次号等で報告し、体験・意見・要望

をみんなで共有し合いたいと思います。

なお、アンケートは無記名で結構です。家族で複数枚も可です。

３月末までに切り取り線以下を、石神台公民館玄関口に設置したアンケート箱に投函してください。

切 り 取 り 線

令和５年 月 日 年令

＊□桝には✓をお願いします。

問１、東日本大震災の時、どこにいましたか

・場所：①石神台…□で、家の中…□ 家の外…□

②石神台以外…□⇒地域名

・その時、置物が落ちてきた…など体験した周辺の状況をお書きください。

問２、東日本大震災の地震で、とっさにどう行動しましたか

①身を低くしてテーブル下にしゃがんだ…□ ②家の外に出た…□

③呆然としていた…□ ④その他…□

問３、大地震が起きた時に備えて、どんな対策をとっていますか。

また、自治会へのご意見・ご要望などありましたらお聞かせください。

例：備え・対策…ガラスにテープ、タンスに支え…など

例：ご意見・要望…備蓄品の確保、救助の連絡先（電話）・・・など


